
日本昔自動車風景　～一枚の絵はがきから～　　
（文：高井 淳 氏／企画・製作：ノスタルヂ屋）

昭和40年代前半、大阪駅前の風景です。既に渋滞は慢性化しておりオー
バーヒートしている車もあるようです。昭和30年代頃に一時代を築いた
三輪トラックは減少の一途を辿り代わりに四輪トラックが普及していった
時代でもあります。手前の列先頭にはS50系プリンススカイラインのタク
シーが写っています。地域的な特色もあるので一概には言えませんが営業
車両としては珍しい車種でしょう。

2019～2020年度（第62期　竹内年度）
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例会場：L'AUBE Kasumigaura　　毎週木曜日　12：30～13：30
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RI（国際ロータリー）承認 日本国内247番
創　立　1958年2月14日（昭和33年）
承　認　1958年3月 7日（昭和33年）

土浦ロータリークラブRI第2820地区　茨城県

2019～20年度 国際ロータリー会長
マーク・ダニエル・マローニー 氏

8月は会員増強及び新クラブ結成推進月間です。

8月22日（第2994回）8月第3例会プログラム .7
●点　鐘 会　長　　　　　　　　
●ロータリーソング 奉仕の理想
●ビジター紹介 親睦活動委員会
●幹事報告・委員会報告
●会　食
●臨時総会 第61期決算・第62期予算について
●卓話「会員増強月間に因んで」 RI2820地区クラブ奉仕委員会
  吉田正一 会員増強委員（土浦南RC）

●にこにこBOX　　　　　　　　　　　 SAA
●出席報告 出席委員会
●点　鐘 会　長
●クラブソング ともに歩もう

ロータリーは
世界をつなぐ



前 週 の 例 会 報 告

!
!!

!
!
!

!
!!

!
!!

!
"! "! !
"! "!! !
"! "! !

!

!

!

!
!

!

%

!
!

# !
!

$ !
!!!!!!! !

パワーポイントの資料

国際ロータリー2820地区 2019－20年度　研究会報告

ロータリー財団の標語「世界でよい
ことをしよう」とは？
ロータリアンが人々の健康状態を改
善し、教育への支援を高め、貧困を救済
することを通じて世界理解、親善、平和
を達成できるようにすること、これが
財団の使命であります。ロータリーの活動を継続して
いくうえで、皆様の財団への深いご理解と温かいご支
援が大きな力となっております。
ロータリー財団は皆様の「寄附」を資金とし、いろい
ろな奉仕活動にいかされています。皆様の「プログラ
ム参加」によって地区補助金が活用され、海外での「プ
ロジェクト」にはグローバルな補助金として活かされ
ています。寄付金は地元のニーズ、世界のニーズに応
じ、地元及び国際社会に大きく貢献しています。
寄付金を集める時期については、各クラブ様々です
が、11月の財団月間（ロータリーの7月～12月上半期）
であれば、確定申告までにロータリー日本財団より領
収書が発行され、税制上の優遇措置が受けられます。
「決議23－34号議案」第4条には「ロータリー運動は
単なる理念の提唱ではなく実践哲学であること、奉仕
するものは行動しなければならない」と記述されてお
り、善意と奉仕の心がなければ、ただの社交クラブに
なってしまいます。
中村（2019～20）年度は、下記の地区目標を掲げて
おります。
　　年次寄附（会員一人） 130ドル 
　　ポリオ寄附（会員一人） 20ドル 
　　　　　　　　　　 合計 150ドル

　　恒久基金（べネファクター）1000ドル
　　各クラブ1名以上　　　　
　　※PHSの協力へのお願い　　
　「明日のロータ
リーが、どのよう
なものになるか
は、誰にも予測で
きない。しかし、
ただ一つ確かな
ことは明日のロ
ータリーが今日
の貴方の行動に
か か っ て い ま
す。」　　
全クラブ地区
目 標100%達 成
のご支援、ご協力
をお願いします。

7月14日(日)に水戸三の丸ホテルに
て、青少年奉仕研究会が開催され、昨
年に引き続き参加してまいりました。
昨年度、高橋ガバナーからの講演でス
タートしましたが、今年度も高橋直前
ガバナーの講演で「ロータリー学友と
連携」という題で拝聴してきました。
講演の内容につきましては、髙橋直前ガバナーより
パワーポイントの資料をいただきましたので、詳細は
週報に掲載して報告に代えさせていただきますが、高
校生のインター
アクターをロー
ターアクターに、
ローターアクタ
ーをロータリア
ンになるような
対策についての
講演でした。
その後、4つの
委員会から今年
度の事業計画の
説明がありまし
た。卓席に配布
しておりますが、
青少年及びライ
ラ委員会では今
年度のＲＹＲＡ
事業に米山奨学
生の参加を推奨
して欲しいとの
ことでした。ま
た例年と同様に
各クラブの会長、
幹事、青少年委
員会もオブザー
バーとして参加
してほしいとの
ことでした。
最後に青少年
交換委員会から
は、2019年12月
出発の短期交換
留学生と2020年
8月出発の長期
交換留学生の募
集についての案
内と実際に長期
交換留学生とし
て派遣された学
生2名の報告会

がありました。最
後に青少年交換の
近年の問題点とし
て、受け入れるス
ポンサークラブい
ない状況とのこと
でした。一般公募
で申し込みがあっ
ても受け入れてく
れるクラブが見つ
からないため、申
込自体を受理でき
ない状況にあるよ
うです。青少年交
換委員会で協働
し、クラブの負担
軽減を考えて事業
を展開していきた
いとのことでし
た。
以上、青少年奉

仕研究会の報告と
させていただきま
す。

❖ロータリー財団研究会
　　　日時：2019年7月13日（土）
　　　会場：ダイヤモンドホール
　　　　　　　　坂本 史郎 ロータリー財団委員長

❖青少年奉仕研究会
　　　日時：2019年7月14日（日）
　　　会場：三の丸ホテル
　　　　　　　　　臼田 恭士 青少年奉仕委員長



（次ページへつづく）
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第２部の分科会につき報告
分区毎にグループ分けをし、分区ガ
バナー補佐をリーダーにしてディス
カッションが行われました。テーマは
「ロータリーデー」の活用ということ
で、昨年度の自クラブの社会奉仕委員
会の事業について如何にして「ロータリーデー」の活
用をしたかの報告となりました。「ロータリーデー」と
は、昨年度高橋ガバナー年度で取り上げられたそうで
すが、残念ながら私を含め当日参加した他クラブの委
員長の多くは「ロータリーデー」なるものを知りませ
んでした。したがって、その活用の事例は少数でした。
そこでここでは、「ロータリーデー」の理解をして戴
くため、ロータリーの情報からの抜粋をお話しします。
「ロータリーデー」は、ロータリークラブ、ローター
アクトクラブ、インターアクトクラブが日々行ってい
る活動を地域の人々に紹介するために、地元イベント
としていつでも開催できます。
「ロータリーデー」は、地域のつながりを強め、人々
の思いやりを育むきかっけとなるでしょう。また、
ロータリーの活動を紹介することで、地域貢献に対す
る意欲を引き出すことができます。若い世代を含む誰
もが参加でき、楽しめる企画であれば、どのような形
式でも構いません。新しい発想を取り入れて、ロータ
リを効果的にアピールしましょう。
以下、具体的に例が記載されていますので挙げます
と、
①イベントの一環として、地元の人々が参加できる
奉仕プロジェクトを実施し、地域に貢献するロー
タリの活動を直に体験してもらう。
②興味深い話の出来る講演者、著名人、音楽家など、
一般の人々の関心を呼ぶゲストを招く。
③ロータリの重点分野と関連する地元の問題に焦点
を当て、その取組への参加を市民に呼び掛ける。
④地元のロータリアン、ローターアクター、インター
アクター、地元市民による人道的活動を表彰又は
紹介する。
⑤ロータリーの奉仕の理念を実践している地元市民
を表彰又は紹介する。
⑥地元メディアをイベントに招き、報道してもらう。

　その他諸々ありますが、少しは「ロータリーデー」
についてイメージが出来ましたでしょうか？
このようなイベントを行うよう奨励されましたこと
をもって報告としたします。

ロータリー財団の標語「世界でよい
ことをしよう」とは？
ロータリアンが人々の健康状態を改

善し、教育への支援を高め、貧困を救済
することを通じて世界理解、親善、平和
を達成できるようにすること、これが
財団の使命であります。ロータリーの活動を継続して
いくうえで、皆様の財団への深いご理解と温かいご支
援が大きな力となっております。
ロータリー財団は皆様の「寄附」を資金とし、いろい

ろな奉仕活動にいかされています。皆様の「プログラ
ム参加」によって地区補助金が活用され、海外での「プ
ロジェクト」にはグローバルな補助金として活かされ
ています。寄付金は地元のニーズ、世界のニーズに応
じ、地元及び国際社会に大きく貢献しています。
寄付金を集める時期については、各クラブ様々です

が、11月の財団月間（ロータリーの7月～12月上半期）
であれば、確定申告までにロータリー日本財団より領
収書が発行され、税制上の優遇措置が受けられます。
「決議23－34号議案」第4条には「ロータリー運動は
単なる理念の提唱ではなく実践哲学であること、奉仕
するものは行動しなければならない」と記述されてお
り、善意と奉仕の心がなければ、ただの社交クラブに
なってしまいます。
中村（2019～20）年度は、下記の地区目標を掲げて
おります。
　　年次寄附（会員一人） 130ドル 
　　ポリオ寄附（会員一人） 20ドル 
　　　　　　　　　　 合計 150ドル

　　恒久基金（べネファクター）1000ドル
　　各クラブ1名以上　　　　
　　※PHSの協力へのお願い　　

　「明日のロータ
リーが、どのよう
なものになるか
は、誰にも予測で
きない。しかし、
ただ一つ確かな
ことは明日のロ
ータリーが今日
の貴方の行動に
か か っ て い ま
す。」　　
全クラブ地区

目 標100%達 成
のご支援、ご協力
をお願いします。

7月14日(日)に水戸三の丸ホテルに
て、青少年奉仕研究会が開催され、昨
年に引き続き参加してまいりました。
昨年度、高橋ガバナーからの講演でス
タートしましたが、今年度も高橋直前
ガバナーの講演で「ロータリー学友と
連携」という題で拝聴してきました。
講演の内容につきましては、髙橋直前ガバナーより
パワーポイントの資料をいただきましたので、詳細は
週報に掲載して報告に代えさせていただきますが、高
校生のインター
アクターをロー
ターアクターに、
ローターアクタ
ーをロータリア
ンになるような
対策についての
講演でした。
その後、4つの
委員会から今年
度の事業計画の
説明がありまし
た。卓席に配布
しておりますが、
青少年及びライ
ラ委員会では今
年度のＲＹＲＡ
事業に米山奨学
生の参加を推奨
して欲しいとの
ことでした。ま
た例年と同様に
各クラブの会長、
幹事、青少年委
員会もオブザー
バーとして参加
してほしいとの
ことでした。
最後に青少年
交換委員会から
は、2019年12月
出発の短期交換
留学生と2020年
8月出発の長期
交換留学生の募
集についての案
内と実際に長期
交換留学生とし
て派遣された学
生2名の報告会

7/28(日)につくば市のホテルグラン
ド東雲にて開催された「2019-2020年
度 奉仕プロジェクト研究会」に参加し
てきました。
昨年度から職業奉仕・社会奉仕・国
際奉仕の合同研究会という新たな試み
で開催されるようになった２年目の研究会でした。
午前中は中村澄夫（東海那珂RC）ガバナー、倉沢修
市（竜ケ崎RC）担当カウンセラー、中村康博（牛久
RC）奉仕プロジェクト総括委員長の挨拶の後、大高司
郎（高萩RC）クラブ奉仕総括委員長からの「奉仕活動
と公共イメージ」のプレゼンがありました。
午後は委員会ごとに部屋が分かれ、私は国際奉仕委
員会の分科会に参加しました。
分科会では「この指とまれ」プロジェクト提唱クラ
ブによる事業計画の説明、「地区国際交流奨学金」の説

明に続き、「グローバル補助金」に関係してインタ
ビュー方式での事業や奨学生の発表がありました。
「この指とまれ」プロジェクトについてですが、公
共イメージアップ向上も兼ねて、地区としてもう少し
踏み込んで積極的にプロジェクトの計画や状況を地区
ホームページやSNSを利用して一般の人にも分かりや
すく報告すべきだと強く感じます。もったいない、こ
のままでは。
地区国際奉仕委員長の鶴田さん、当日は合同研究会
の総合司会、ならびに分科会での司会とインタビュー、
大役本当にお疲れさまでした。

がありました。最
後に青少年交換の
近年の問題点とし
て、受け入れるス
ポンサークラブい
ない状況とのこと
でした。一般公募
で申し込みがあっ
ても受け入れてく
れるクラブが見つ
からないため、申
込自体を受理でき
ない状況にあるよ
うです。青少年交
換委員会で協働
し、クラブの負担
軽減を考えて事業
を展開していきた
いとのことでし
た。
以上、青少年奉
仕研究会の報告と
させていただきま
す。

❖奉仕プロジェクト研究会
　　　日時：2019年7月28日（日）
　　　会場：ホテルグランド東雲
　国際奉仕分科会　　平島 隆之 国際奉仕委員長

社会奉仕分科会　　河合　隆 社会奉仕委員長



格調高く、和やかに　  S.A.A

8月 29日 休会（5週目のため）
9月 5日 理事会⑶、会長挨拶、誕生祝、結婚記念祝、入会記念祝、「ロータリーの友」紹介

会　員 欠　席 出　席 免除・欠席 出席率
58名 22名 36名 2名 64.28％

出 席 報 告

例 会 予 告

メークアップ

8/4 米山世話クラブ・準世話クラブ・学友会合同セミナー　山本

8/9 阿見RC（クラブ奉仕活動警察署見学）竹内

8/11 第23回インターアクトクラブ年次大会　沼尻

8/11 土浦ＲＣスクラッチ会
 磯、臼田、大場、小原、河合、菊池、鈴木（亮）、竹中、中島（賢）、藤澤、藤田

変化認識と変化対応
・クラブの現状分析
・中長期の戦略計画改正
　　（3～4年後を見据えて）
土浦ロータリークラブ現状分析
○長　所
・歴史と伝統の中で培われた格調の高さ
・自由闊達で和やかな雰囲気
・近年、若手会員が増加傾向
○短　所
・前例主義、組織のマンネリ化
・新会員への教育が不十分
・会員の年齢構成（ロータリー歴）のバラつき
土浦ロータリークラブ 　中長期戦略計画
・会員数　70名
・米山記念奨学金寄付金総額2億円突破への足掛
かり。

・マンネリ化した組織の再編。
・新会員教育の充実。
・公共イメージを高める。
今年度より、クラブ戦略計画検証特別委員会を設置

第１部　奉仕活動と公共イメージについて
　　　大高 司郎 クラブ奉仕総括委員長

・ロータリーの新しいビジョン
　4 つのポイント　インパクト、広げる、
積極的な係わり、適応力を高める

・ブランドリソースセンターの活用
　ポリオ根絶　END POLIO NOW
　ロータリーの公共イメージアップにポリオ根絶を前
面に打ち出す

・茨城新聞の記事　ロータリークラブ情報館を有効利用
メンバーのみの集合写真はNG、活動している現場
の写真を掲載

第２部　今年度の職業奉仕活動について
　　　木村　薫 職業奉仕委員会　職業奉仕委員長
　分区毎のグループディスカッションを行った。

各分区ごとに結果報告
以下の活動を例年どおり行ってゆく
・ 優良従業員表彰
・職場見学
・出前授業
・健康まつりの医療、介護相談
・こども食堂
・交通安全教室
・朝市

座　長 委　員 委　員 委　員 委　員
大槻　利夫 小倉　史義 竹内　　崇 飯山　孝之 鶴田　一郎

❖クラブ奉仕研究会
　　　日時：2019年7月27日（土）
　　　会場：三の丸ホテル
　　　　　　　　　　　　　　　竹内　崇 会長

職業奉仕分科会 鈴木 敏之 職業奉仕委員長
（代読）中島 賢一 副委員長


